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鐙臨

時
館

わ

輸
が
食
間
管
理
室
は
九
月
寸
一
一
官
、
文
化

べ
明
暗
セ
ン
タ
ー
応
聾
設
針
の
入
選
奪
三
東

か
恥
京
都
渋
谷
の
丘
設
副
挙
制
所
と
す
る
こ

安
れ
と
を
正
式
に
決
定
、
明
年
二
月
十
五
日

品
例
壱
期
限
と
し
て
霧
車
設
計
と
実
路
設
計

作
え
を
向
同
事
務
所
に
依
願
し
ま
し
た
。

の

ま

計

手

ζ
れ
に
よ
っ
て
、
四
十
二
年
度
か
ら

絞
、
五
か
年
間
聞
に
・
約
五
億
八
千
五
百
万
円

丘

館

た
会
を
特
レ
て
、
一
一
万
ニ
干
ニ
室
十
七
平

山
山
坤
方
針
の
敵
地
に
、
延
べ
郎
副
間
一
一
一
千
四
百

お
動
六
十
五
平
方
H
M
に
及
ぶ
図
番
館
・
博
物

穏
・
晋
少
年
会
館
な
ど
を
点
在
し
‘
監

額
と
建
物
を
調
和
さ
せ
た
親
し
み
ゃ
す

の体み

髄11/3白文化の隠密11/23日

勤労感謝の白 磁各日議臼

ごみ収集11

い
叡
護
と
い
ζ
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
文
佑
セ
ン
タ
ー
建
設
構
想
は
、
事

実
よ
発
足
し
た
ζ
と
に
な
り
ま
す
。

市
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事
務
所
山
一
一

寸
九
社
の
な
が
か
ら
、
実
績
と
技
術
陣

そ
そ
な
え
た
大
手
十
社
号
、
選
定
し
て
‘

設
計
図
の
応
募
を
指
名
し
た
の
が
七
月

一
門
口
、
八
万
三
十
一
日
応
募
作
品
十
点

が
出
そ
ろ
い
、
九
月
十
一
門
口
市
庁
告
で

審
査
会
を
衡
さ
、
十
一
一
一
日
に
南
側
で
検

討
の
う
え
、
今
回
の
入
選
決
定
を
粁
な

い
ま
し
た
ο
審
査
員
は
東
海
大
学
敏
授

内
藤
多
仲
民
、
東
京
玄
術
大
学
学
長
山

田
都
新
一
郎
民
‘
横
浜
同
四
大
助
教
授
件
藤

仁
民
‘
建
設
省
建
築
指
導
課
長
補
川
欝

寛
民
、
神
奈
川
東
建
築
部
浸
水
谷
欝
一

民
の
ほ
か
加
藤
市
長
、
角
田
市
議
会
議

長
の
七
人
で
、
構
造
・
岡
山
霞
・
動
線
針

画
・
経
盟
・
実
路
設
計
と
の
関
連
・
経

済
性
な
ど
に
す
ぐ
れ
る
と
し
て
、
丘
設

計
挙
務
所
の
作
品
採
用
を
さ
め
た
も
の

で
す
。建

設
計
砲
で
は
‘
図
書
館
は
治
上
一
一
一

潜
地
下
一
憾
で
一
一
一
千
九
百
六
十
平
方

M

博
物
館
は
地
よ
山
一
一
階
地
下
一
潜
で
一
一
一
千

一
一
一
一
日
早
方
抗
、
青
少
年
会
館
は
地
£
一
一

階
地
下
一
融
隔
で
一
千
四
百
八
十
五
平
方

抗
、
図
書
館
に
併
設
す
る
管
援
事
務
所

は
百
六
十
五
平
方
初
、
ほ
か
に
駐
車
場

・
道
路
・
遊
園
常
行
な
う
ζ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

実
施
設
計
の
で
き
次
第
、
な
る
べ
く

早
く
着
工
‘
四
十
一
一
一
年
度
に
図
書
館
と

管
理
事
務
所
を
完
成
、
四
十
四
年
度
に

青山
V
年
会
銭
、
四
寸
五
年
度
か
ら
一
回
十

六
年
度
に
か
け
て
博
物
館
を
完
成
さ
せ

る
予
定
で
あ
り
、
と
の
た
め
、
お
そ
く

と
も
今
年
度
中
に
地
鎮
白
骨
折
は
す
ま
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
丹

g
ベ

1
ジ

保予苦痛紐務提功労者として

慈綬王聖書震を授与された

器レイさん

局
審
き
は
、
社
会

福
祉
訟
入
、
制
附
南
福

祉
セ
ン
タ
ー
潔
議
長

。
平
塚
保
背
開
側
、
明

石
町
保
育
関
、
柳
町

保
曹
関
、
兇
議
設
湾

相
談
所
、
刑
問
枕
セ
ン

ず
!
診
療
所
等
の
経

営
責
任
者
で
あ
り
‘

尼
重
原
商
事
業
の
大

先
遣
で
も
あ
る
。
ζ
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は
幼
稚
閣
と
の
底
部
が
な
く
、
間
早
朝
か
ら
タ

277 
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。
江

一
一
市
議
会
定
例
会
は
‘
九
月
ふ
六
毘
か
ら
一
一
平
沼
ま
で
議
事
堂
に
間
開
会
、
行
政
の
議
磁
回
世
間
判
壱
得
る
た
め
一
一

一
一
の
住
民
実
態
調
疫
柴
例
の
新
設
索
、
綴
構
改
革
を
行
な
う
た
め
の
郵
設
霞
条
例
の
一
部
改
正
案
、
市
職
員
一
一

一
一
定
数
条
例
の
改
正
案
首
下
水
道
品
開
例
の
一
部
改
正
案
、
消
防
総
貨
と
記
長
償
慰
金
ぞ
二
倍
と
す
る
索
開
制
改
一
一

一
一
定
索
、
ひ
ば
り
幼
稚
園
と
中
京
公
民
鶴
の
潟
地
質
収
案
、
九
月
補
話
予
算
案
な
ど
十
七
議
案
宇
審
議
可
決
一
一

一
一
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
任
者
の
任
期
絢
ア
に
と
も
な
う
行
致
委
員
の
入
閣
闘
に
つ
い
て
は
、
数
百
問
委
員
に
恒
一
一

一
一
向
太
「
日
出
‘
公
早
朝
世
間
闘
に
関
口
努
快
民
、
箆
定
資
産
詳
岡
山
容
鐙
委
員
に
石
塚
馬
蔵
氏
ぞ
滋
任
す
る
ζ
と
に
一
一

一

一

向

窓

し

ま

し

た

。

一

一

教

ど
の

昭和 42年 10月訪日

四
十
三
平
方
討
を
‘

首
十
六
万
一
一
手
六
百
二
十
何
百
二
十
一
路
線
を
認
出
血
し
ぎ
し
た
。

り
二
万
七
千
円
V

で

買

収

す

大

野

@

鰯

入

e

上
申
塚
の
土
弛

を
決
め
ま
し
た
。
ほ
内
な
ど
.
開
制
定
後
ま
だ
日
目

襲
撃
襲
撃
襲
警
襲
警
護
綴
襲
警
護
費
今
後
を
き
め
る
新
長
期
計
画
嘉
手
童
数
の
よ
り
襲
な
は
あ
く
に
よ
っ
て
得
た
趨
衝
は
職
員
翼
線
後
も
私

議
野
総
畿
爆
犠
撃
回
線
鶴
時
議
議
議
羽
繰
穣
簸
る
蓄
を
む
か
え
ま
す
。
語
、
書
学
警
備
を
滋
礁
に
室
一
見
る
。
ζ
の
て
は
な
ら
な
い
と
と
に
な
っ
て

襲

撃

警

護

襲

襲

警

襲

襲

襲

撃

警

務

警

の

金

夜

警

が

有

力

な

襲

と

な

る

わ

ほ

か

も

住

民

涙

毒

事

人

名

簿

な

ど

の

す

。

全
警
は
も
九
月
市
整
慈
愛
官
で
金
閣
の
市
町
村
に
、
住
民
関
係
の
諮
台
け
で
あ
り
、
観
査
に
対
す
る
積
極
的
な
台
阪
の
議
を
鎖
す
と
と
が
で
き
る
と
調
査
員
は
も
朝
間
変
異
誕
亥

き
ま
っ
た
〈
平
塚
市
住
民
の
爽
態
調
査
躍
を
統
合
L
た
〈
住
箆
謀
本
台
綬
V
を
協
力
を
お
緩
い
し
て
お
き
ま
す
。
か
、
た
し
か
な
ご
み
処
理
を
立
索
で
き
務
に
つ
き
・
そ
れ
を
お
箆
せ
3

に
関
す
る
常
例
V
に
も
と
づ
く
第
一
箇
盤
備
さ
せ
、
震
け
出
手
続
き
の
簡
議

ζ
の
務
査
に
つ
い
て
企
画
部
会
頭
謀
る
と
か
、
い
ま
爽
誠
壱
検
討
中
の
焚
滋
調
査
を
仔
な
う
ζ
と
に
も
な
円

自
の
繍
蜜
を
、
十
一
月
一
円
口
現
在
で
行
佑
、
住
民
に
溺
ず
る
記
録
の
一
一
司
佑

h

で
は
「
市
箆
ひ
と
り
ひ
と
り
に
つ
い
て
災
響
爽
済
ぞ
察
読
す
べ
き
か
ど
う
か
の
す
o
み
な
さ
ん
の
市
政
号
、
ト

な
い
ま
す
o
昨

年

ま

で

行

な

っ

て

き

た

さ

ん

の

一

度

活

と

む

す

び

つ

け

‘

譲

調

査

選

挙

調

査

な

ど

に

か

わ

る

時

骨

盤

臨

時

時

騒

理

内

/

鵠

魂

蕗

守

?

回

も

の

と

す

る

た

め

に

も

品

大

規

模

な

も

の

で

会

警

互

に

晶

君

渇

議

鰐

離

。

設

F
Y

場
脅

F智
成

功

さ

せ

て

く

だ

浅

い

。

家
族
や
佳
感
。
曲
川
両
国
生
活
な
ど
に
間
関
ず

1
宅

一

d
a
'
:
i
i
R
'
e
a
-
-
1
6
1

弓

1
9
j
d
r

る
基
本
的
な
事
項
の
ほ
か
‘
上
下
水
滋

芸

遜

災

害

共

演

な

ど

に

対

す

る

露

中

期

間

関

の

牛

一

括

主

意

向

を

押

は

あ

く

ま
で
と
ら
え
る
新
聞
で
す
。
令
部
践
を

対
談
と
し
二
一
世
田
三
十
人
の
市
総
長
を
き
め
ζ一
ま
か
な
行
政
の
按
進
、
市
町
村
議
礎
資
軒
が
つ
か
め
、
そ
の
環
境
や
筏
判
断
が
で
き
る
と
か
、
今
沼
の
調
蜜
は

臨
議
し
て
‘
十
月
二
十
五
日
日
」
ろ
か
ら
政
の
合
理
佑
な
ど
を
は
か
る
と
塗
訴
し
活
構
造
が
は
あ
く
で
き
れ
ば
、
よ
り
礎
広
範
な
成
東
が
問
問
符
で
き
主
と
し
て

十
一
月
七
日
ご
ろ
に
か
け
て
全
市
町
出
な
ま
し
た
。
と
れ
と
の
興
産
や
、
市
政
の
突
な
市
政
の
針
腐
を
た
て
ら
れ
る
。
阿
引
い
ま
す
。

調
査
時
間
勤
を
弔
治
し
て
い
ま
す
。
将
来
計
画
と
む
す
び
つ
け
て
も
、
今
問
え
ば
も
水
の
利
伺
状
況
が
明
ら
か
に
な
調
斎
結
療
は
、
新
設
条
例
第
九
条
と

と
き
に
政
府
は
、
七
月
十
八
沼
盟
会
の
鱒
査
は
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
o

れ
は
水
道
施
設
計
爾
を
体
系
必
し
‘
水
第
十
提
の
繍
援
に
よ
っ
て
も
市
職
員
が

で
績
な
し
花
伎
箆
援
車
台
植
法
を
公
布
沼
十
四
埠
度
情
は
、
第
二
次
五
か
年
計
道
路
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
よ
り
許
閥
的
行
政
資
絹
と
し
て
紺
叫
V

う
ほ
か
は
い
っ
さ

L
、
ζ
ま
十
五
十
思
議
行
、
磁
を
終
て
あ
ら
た
に
、
平
塚
市
君
主
襲
撃
霊
で
き
る
。
整
案
詰
る
と
と
が
で
宮
ず
亀
調
査
上
智



市
庁
告
に
入
っ
て
突
鶴
間
同
の
矯
波
な
ど
で
二
一
健
一
一
一
千
八
窃
事
万
回
‘
合
わ

き
あ
た
り
の
壁
留
に
‘
せ
て
一
一
躍
一
一
平
八
沼
余
万
同
で
収
交
の
バ
ラ
ン
ス
ぞ

寄
贈
の
テ
レ
ピ
や
熱
帯
と
っ
た
。
と
の
結
果
、
続
出
比
予
算
に
今
回
の
捕

m-
誌
を

魚
が
、
訪
づ
れ
る
市
出
国
加
支
る
と
、
一
般
会
計
の
総
額
は
沼
和
泊
+
一
年
度

の
思
考
た
の
し
ま
せ
、
の
濃
路
予
算
醐
酬
を
二
線
五
千
万
円
ち
か
く
よ
廻
っ
た

と
か
く
威
在
感
と
冷
た
一
一
一
十
四
億
八
千
七
省
万
円
と
な
り
也
市
税
収
入
の
約

さ
を
与
え
が
ち
な
庁
告
倍
額
と
な
る
。
そ
の
う
ち
人
件
費
は
九
億
六
千
万
問

の
思
誌
を
和
ら
げ
る
の
(
一
一
七
・
五
%
可
簿
般
穆
撲
な
ど
投
資
的
経
曹
は
十
五

に
一
役
買
っ
て
い
る
。
億
七
千
万
円
(
四
五
二
一
%
V
で
穣
極
的
に
市
浅
の

と
ん
ど
「
の
ど
の
か
嬰
望
ぞ
み
た
ず
努
力
を
し
て
き
で
い
る
が
ョ
一
気
に

わ
い
た
方
は
、
お
茶
を
要
望
の
解
決
が
は
か
れ
な
い
。

ζ
の
努
力
の
積
み
一
翠

ど
う
ぞ
」
と
い
う
わ
の
ね
で
山
積
す
る
要
濯
を
な
し
く
ず
し
て
い
く
以
外
に

で
「
ミ
ユ
ン
カ
1
」
と
み
ち
は
な
い
ζ
と
を
機
感
し
て
い
る
。

い
号
機
械
を
欝
入
し

χ

て
も
九
万
八
お
か
ら

ζ
と
し
も
a
赤
い
羽
根
'
の
季
節
が
や
っ
て
さ

チ
レ
ピ
の
お
燐
り
に
そ
た
O

T
小
零
な
人
々
の
た
め
に
、
警
蕗
の
お
金
を
出
し

な
え
つ
け
、
お
茶
の
サ
あ
っ
て
曽
み
ん
な
で
開
明
る
い
社
会
を
築
き
あ
げ
よ
う

1
ピ
ス
を
は
じ
め
た
o

と
す
る
共
同
葬
金
運
動
が
、
今
月
の
一
日
か
ら
品
阻
ま

ボ
ヲ
ン
を
お
せ
ば
、
自
っ
て
い
る
ο
本
市
で
は
従
来
か
ら
、
学
位
や
住
居
悦
た

動
的
に
治
茶

が
出
て
く
る

捻
掛
け
に
な

っ
て
い
る
。
と
れ
を
契
織
に
、
宏
子
職
員

の
お
茶
緩
み
を
絡
止
し
て
仕
事
に
専
愈
し

て
も
ら
い
、
事
務
犠
認
を
ば
か
り
た
い
と

帯
え
て
い
る
。

×
 

市
議
会
九
月
定
例
会
叶
品
、
十
九
日
に
協

会
、
十
一
一
日
開
閣
の
会
期
の
中
で
審
議
を
蜜

ね
、
十
七
議
案
の
う
ち
一
議
案
は
修
正
、

地
は
懸
案
通
り
可
決
古
れ
、
硲
一
一
平
日
開

会
と
な
っ
て
、
ホ
ッ
と
し
た
と
と
ろ
だ
。

九
万
補
正
予
算
は
六
月
に
間
宮
つ
づ
き
第

二
次
の
肉
付
け
予
鍔
で
あ
る
。
前
期
は
土

木
費
に
重
点
を
お
い
た
が
、
今
思
は
教
習

隅
闘
を
中
山
に
予
白
押
ル
川
市
ほ
か
つ
も
f
の
で
あ

る。
神
間
関
山
中
学
校
の
批
判
筋
一
一
一
階
蕗
て
絞

昔
、
さ
く
ら
幼
稚
腐
の
鉄
筋
二
階
建
て
関

舎
や
‘
金
旭
中
学
校
の
溜
苧
橋
を
新
設
す
る
ほ
か
、
ち
の
街
頭
努
金
は
殴
り
や
め
、
も
っ
ぱ
ら
地
区
間
出
生

特
部
な
廊
設
と
し
て
揖
議
出
学
校
に
岩
田
務
関
欝
児
の
婆
周
回
、
努
金
器
仕
者
の
方
々
が
、
み
な
さ
ん
の
お
宅

特
株
学
級
を
新
銀
、
更
に
公
民
館
平
体
湾
総
鎮
の
盤
に
う
か
が
っ
て
、
募
金
の
ご
協
力
を
ね
が
っ
て
い
る
。

備
な
ど
、
合
わ
せ
て
二
億
一
千
万
円
を
み
一
込
ん
だ
。
と
と
ろ
が
、
九
月
十
一
一
回
の
新
簡
に
、
行
政
管
棚
田
庁

と
れ
で
教
湾
時
間
は
合
針
八
億
七
世
田
万
円
、
(
二
一
一
了
が
竹
内
向
持
金
に
つ
い
て
、
施
設
翻
分
が
少
な
く
、
柏
崎

一

%

〉

と

な

っ

た

。

減

関

分

や

募

金

に

か

か

る

経

費

の

多

い

ζ
と
を
指
摺

次
に
、
土
木
費
と
し
て
道
路
や
排
水
路
、
組
燥
の
し
た
記
事
が
で
て
、
国
民
の
設
視
す
る
と
乙
ろ
と
な

嬬
助
が
決
定
し
た
簿
路
薪
設
改
良
、
河
川
護
岸
整
備
も
っ
た
o
そ
れ
は
本
燥
を
含
ま
な
い
十
一
一
都
道
府
県
の

全
地
蕊
罰
整
怒
事
業
、
街
耐
聞
や
公
開
削
の
整
備
な
ど
台
朝
間
鮮
民
結
果
で
あ
っ
て
、
本
照
の
笑
福
と
は
誌
だ
し
く

わ
せ
て
八
千
五
世
田
方
向
の
追
加
で
あ
る
ο
と
れ
で
土
違
っ
て
い
る
こ
と
を
神
奈
川
県
共
闘
円
募
金
会
は
明
ら

木
費
は
七
穏
八
千
八
富
山
刀
河
〈
一
一
一
一
ム
ハ
%
)
と
な
っ
か
に
し
て
い
る
ζ
と
を
信
じ
、
押
内
向
募
金
の
蒸
発
の

で
敵
育
費
に
次
ぐ
多
額
の
経
費
を
つ
ぎ
込
む
ζ
と
に
疑
い
を
候
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
っ
た
。
ま
た
、
広
報
無
線
の
施
設
費
、
滋
路
照
明
本
市
の
呂
標
額
は
昨
年
度
一
一
言
一
万
四
千
円
に
対

灯
な
ど
の
焚
溜
安
会
施
設
費
、
薦
議
後
輿
の
助
成
、
し
て
、
美
一
綾
は
一
一
一
百
五
十
八
万
λ
千
m
円
で
、
市
民
の

大
野
土
地
税
農
に
対
す
る
最
終
の
助
成
、
問
問
活
衝
の
善
感
に
よ
っ
て
遥
か
に
目
標
醐
闘
を
突
破
し
十
宮
本
年

共
同
施
設
等
へ
の
補
助
、
潟
陽
平
に
繍
裁
ず
る
経
費
度
は
一
一
一
積
一
一
十
六
万
九
千
円
で
あ
る
。
市
民
の
み
な

な
ど
の
ほ
か
そ
の
抽
出
の
祷
勤
援
を
合
わ
せ
て
四
千
一
一
一
さ
ん
窓
ま
れ
ぬ
方
々
の
た
め
に
‘
愛
の
手
壱
詳
し
の

裏
一
D
円
で
あ
る
。
宝
の
歳
出
を
ま
か
な
う
関
滋
べ
て
い
た
き
乙
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

は
、
閣
制
掴
m
支
金
山
ω
と

翻

畿

で

{

鐙

問

、

市

教

と

競

輪

ハ

紹

和

四

二

・

ス

γ
一〉
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い

醐醐窃醐

察強麹鰯務理露

穆磁鰻揚揚磁揚

髄響額郵

も醐趨静

くくおわび>>
今月11日付けで、機構改

革と人事覇軍吉があり、広報
紙の発行がたいへんおくれ
ました。深くま卦つびいたし
す。以後、広報援を独立、
編鋳体制を充実しましたの
で、定自発行につとめまずの
な了京ください。

広 報課
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経
世
間
起
を
は
か
っ
た
。

③
独
立
の
工
事
輪
読
員
室
は
‘

仔
な
う
工
事
の
校
庭
、
請
負
業
#

調
察
な
ど
を
君
、
適
正
な
長

銀
を
ね
ら
う
も
の
。

④
民
忽
部
に
安
会
議
出
古
新
設
、

.
公
唱
聞
の
二
師
聞
を
お
い
た
。

⑤
雨
明
殺
事
務
所
を
惑
に
昇
務
、

謀
、
社
会
議
の
一
一
朝
献
を
新
設
し
た
。

⑥
以
上
の
ほ
か
、
秘
書
課
を
狼
認
、

叡
青
委
員
会
に
指
噂
室
子
新
設
、
議
ム

事
務
局
に
次
長
制
を
と
っ
た
。

開
問
構
改
革
後
の
山
市
の
事
務
機
構
は

マ
秘
書
課
(
庶
務
孫
・
秘
書
展
〕
。

観
念
闘
部
@
マ
会
襲
(
〈
ヰ
震
@
嵩

務
管
叩
関
係
〉
‘
マ
広
報
課
(
広
報
厄

@
広
穂
係
・
統
計
鏑
壁
間
関
)
。

圏
総
務
部
・
マ
機
長
課
(
開
制
民
係
・
園

生
間
関
・
各
駐
在
員
事
掛
室
)
、
マ
耐

政
課
(
予
算
問
問
・
財
務
係
e

用向島日開〕

マ
管
由
同
課
(
取
得
係
・
管
財
間
関
・
苗

爾
係
)
‘
マ
文
磐
線
(
文
書
係
・
由
計

算
孫
)
。

関
田
明
務
部
・
マ
市
民
鶴
諜
(
税
制
同
開
・

昭和42年 10fi 15臼

×
十
月
十
}
門
口
付
け
で
発
令
し
た
市
人
事
異
動
は
、
留
任
と
な
っ
た
×

×
趨
設
部
長
a

消
防
同
時
点
官
除
く
、
全
部
長
者
ス
れ
か
え
務
長
田
帆
の
繁
動
×

×
五
、
部
長
へ
の
持
格
砲
を
は
じ
め
.
謀
長
級
で
は
輿
動
十
四
、
界
格
×

×
十
て
係
長
級
で
は
奨
動
五
十
一
一
一
、
同
骨
格
九
に
及
ぶ
規
模
と
な
り
ま
×

×

し

た

。

新

人

事

次

の

と

お

り

。

×

号事

l<:B青少年が次代をになうものとしての誇りと

実千壬とを強く自覚するよう促し、自主主独立
の人間として成長することを期待する。

ロおとなは、みずからの姿勢をただし、続は

もとよりすべての市民が、脊少年に深い関

心をよせ、明るい家庭と、よい社会環境を

つくるよう努める。
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探察した鮫在、ピンセ~トマTこんねんに分類する総
数[立 2か汚濁{こ8，翻匹をこえた

九
月
三
十
B
、
横
浜
紅
葉
桜
の
県
立

青
少
年
会
館
で
行
な
わ
れ
た
第
十
一
一
回

日
本
学
生
科
学
鐙
神
奈
川
県
作
品
展
の

表
彰
式
で
‘
市
立
江
畑
胸
中
学
校
(
校
長

曽
我
岩
雄
氏
)
が
、
県
下
一
一
酉
一
一
…
寸
一
一
一

の
参
加
校
の
な
か
か
ら
最
優
秀
賞
に
宙
開

ば
れ
、
熊
知
事
殺
を
受
錯
し
ま
し
た
。

入
賞
し
た
め
は
筒
校
生
物
ク
ラ
ブ
(

部
長
百
周
治
訓
君
ら
十
一
一
名
・
山
川
島
利
絡

先
生
指
噂
)
が
手
が
け
た
，
蚊
の
生
態

と
集
団
n

と
い
ヨ
研
究
ぜ
、
乙
れ
で
同

校
は
三
年
連
続
入
銭
‘

ζ
と
し
つ
い
に

特
別
賞
第
二
引
を
手
に
し
た
も
の
。

研
究
は
四
月
か
ら
準
鏡
、
七
ー
八
月

に
市
内
}
円
か
ら
南
部
凶
罰
し
た
.
ア
カ
イ

エ
ヵ
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
力
、
シ
ナ
ハ

マ
ダ
ラ
カ
な
ど
約
八
千
症
を
、
日
時
ご

と
に
た
ん
ね
ん
に
卦
類
、
発
生
分
布
状

況
を
考
察
し
た
も
の
で
、
①
市
街
地
で

は
も
と
明
石
川
だ
っ
た
下
水
道
が
金
要

発
信
源
で
あ
る
。
②
ア
カ
イ
エ
カ
は
建

物
、
日
悩
を
3
っ
す
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ

カ
は
織
物
の
か
げ
に
住
み
‘
コ
ガ
タ
ア

カ
イ
エ
カ
は
郊
外
に
多
い
。
③
ま
ち
の

な
か
で
は
犬
な
ど
家
蔭
の
い
る
所
に
多

く
犬
小
東
に
も
蚊
を
訪
ぐ
装
騒
が
必
要

だ
な
ど
数
々
の
注
百
す
べ
き
考
察
壱
生

み
衛
宅
行
政
に
も
拳
考
に
な
る
ほ
ど
。

蚊
の
嫁
築
は
先
生
の
車
で
郊
芥
を
ま
わ

っ
た
り
、
明
石
話
公
開
闘
に
み
か
ん
絡
を

お
い
た
り
し
て
習
労
し
て
い
ま
す
。

銀望書車電を鐙むさ主鞠クラブのメシパ-"， 3年遊護軍入演の貿録が

ある。お痛は研究を指導した小議先生



(6) 

一V

筒
は
‘
箆
往
開
聞
に
安
袋
線
ぞ
新
設
し
た
の
に
続
4

官
、
来
革
夜
間
関
施
笠
間
漁
と
し
て
‘

F
h
遜
災
害

一V

共
済
制
度
の
検
討
そ
は
じ
め
‘
十
「
刃
に
行
な
う
住
民
爽
態
調
援
の
な
か
で
も
市
混
の
恕
〈
希

一V

懇
の
有
制
酬
を
競
べ
室
内
山
針
で
す
Q

と
の
焚
滋
災
輯
奨
演
は
‘

ヘ
ク
タ
ー
ル

第 1百2号

公
共
下
水
道
第
周
年
次
へ

明
石
町

i
一
次
沼
間
関
で
ヱ
事

待問豊富(告す〉は 9持30分-11時30分

関〈後〉は13待-15持軍軍 18のとき

はB時30分-15時まで〈正午から 1

時間休み〉

計震器の検査B緩 (HFl

4 8 (前)I義路公民館

6日〈前)1 城島ノj、学校

6臼〈後)1 中央農協関崎支所

7日明8日 i市民センター

宮湾側10臼 I1富士見公民館

11日 ! 神間公民館

13臼町14日 l平塚競輪場

15日 | 中央農協旭支所

168 (前川中央農協金岡支所

16日(後)I 金自公民館

17日〈前)1中央農協土沢支所

17臼〈後)I 松原公民館

18沼 l 松原公民館

20日 ! 中間、学校

21日明22陸| 花水公民館

24臼 [ 大野農協;q書集荷所

258 li1J之宮公民館

2:1日句28日 i官民セ yター



第 1事2努

一交代診療制でー

日濯体診臼の怨患を重宝うため、平

塚市底部会は、交代診療制度を申し

合わせています。東務蓮華を議いに

覇轟第 1.第3臼時霊感は簡舗の底践

豊富第 2.第4日寝泊は北側の底滋

古宮、 i車良uとして診療に感ずるζ とに

なっていますo ζれは、昭和35年の

開会会員の申し合オっせによるもので

すが、 f原箆iであってつごうによむ

SH註もある。日曜はあくまで休診誌

であり、診療は緊急患者に怒る』と

されています。以よ¢ほか、市内の

叡懇病誌は次のとおり

懇共演病院…........ (22局 1950)

溺中南留保病在宅マ E ・(22局0015)

軍軍器等生会病院・・ 8 ・(21濁0520)
鐙杏童書溜謁院....・ a・. (21局0346)

滋倉田病腕………“ (21潟06引)

聾豊島綴病艶………・(2"2潟0124)

旭公民館

金E日公民館

中銭ノ[¥学校

城島公民館

神国公民館

1/ 10日 童話士見公E望書官
ノツ 15臼 八婚公民豊富松原公民館

ノノ 168 須賀公民館

グ 18Eヨ花水公民館

ノノ 20日!日殴官公民館葉土公民館

11 21日箆約台武道場

{第 2図巡沼担種〕

l1J'l8白金筒公民館土屋市学校

ノノ 百四It昌公民館宮沢小学校

/1 11日 金包公民館霊堂泊公民館 l

11 13臼 中原小学校南原公民館 i
/1 14日減島公民館岡崎公民館 l

神田公民館 ! 

ノ'1 17日醤士見公民館

ノノ 228 八幡公民館松原公民館

ノノ 248 須賀公民館

ノノ 25日 花水公民館

/1 27日!日間宮公民鎗葉土公民吉宮

ノノ 28臼 路間台武道場

寵覇時間@各会場とも13時30分 -15時

離麗鶴撃麓離轟轟纏譲盟轟轟轟轟轟盟議議韓議覇鱒覇麟麓鱒

吉沢11、学校

霊豊田公民館

再草原公民館

碕崎公民富宮

く第3重量郵便物認可〉昭和 42年 10月15日

11月 2日
JI 413 
/1 6 B 
11 7日

衛生課は、小児まひの主主ワクチン

設与を次のとおりおとないますので

欝色当されるお子さんをおもちのと家

吾室は F予訪接種手続Jをお持ちのう

え おちかくの会場へおいでく だ さ 1
い。;

欝叡鶏者・①第 lleJ，。昭和42年 2J'l i 
1日-42年 6J'l30臼までに生れた

モF②第2窃昭和41年 7J'l1日-42
年 1月31臼までに生れた子信その

他生後18か月未満で 1翻も投与を
うけていない子。

賜巡回日程一

10月23白金回公民館土沢甲学校 i
/J 24日程公民館 金EE公民主宮 1

11 25日 神国公民豊富 霊堂邸公民鎗 i
11 268重富士宛公民館松原公民書官 i

/1 27日八騒公民館中隊公民館 i
1/ 28日須賀公民館花水公民館

/1 30臼 !日四之宮公民鵡

/1 31白 馬F百台主主遂場

豊富時濁@各会場とも13持30分 -15持

(7) 

衛a諜では、インフルエンザの予

訪接種をmのとおりおζ ないます。
車恐呈されるお子さんをおもちのと家

庭は f予防接麗手帳jをお持ちのう

えおちかくの会犠へお ζ しく itさ
、、。

歳未怒著書シ語一

平塚青年会議所主主催の歳未議

事葺ショー《コロンピア献のヒッ

トノてレード》は、 ]1月 11日14と
18時市民センターに開催。託]持

券は550問。発売は商工会議所で。

品なたの大切な霊聖児に予防接瀦苦 今F曹は小児すむ

とイシフ)I，...:J:.;"ずの予鈎を巡罰実施中容す

※幼稚題、保育所(匡冨〕について | 種)…得溌 1回につき100用
いる乳幼兇は、各縮設むとに行な|麹巡翻認寝泊・(第 1"苫〉
います。@一般の希謀者 (2間接 11月 18 金自公民館 :U童小学校

く
ほ
か
、
ほ
か
に
食
べ
物
と
な
る
も

の
を
霞
か
な
い
よ
ち
に
ナ
べ
き
で
す

殺
そ
荊
は
、
人
畜
に
は
毒
性
の
低
い

も
の
で
す
が
‘
室
長
こ
し
た
と
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
.
家
認
で
管
理

費
任
者
を
き
め
、

ζ
ど
も
が
穫
て
か

ら
し
か
け
、
起
き
る
意
見
に
回
収
ず

る
よ
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
。

門
瀦
婚
式
〕

ω
R
M
M白
紙
島
公
民
館
ホ
ー

ん
で
同
公
民
館
で
は
こ
底
的
の
一
結
婚
式
、

新
郎
は
杉
山
哨
祭
出
、
新
婚
は
高
崎
照
江
さ
ん
お
め

で
と
う
。
門
鰐
習
会
〕

ω万
げ
@
叩
叫
@
ぬ
肢
の
一
一
一
日

間
、
公
民
館
で
写
実
引
き
伸
し
講
習
会
。
門
成
人
問
問

箆
〕
由
困
難
を
甲
心
に
し
た
箆
静
d
問
題
で
五
日
開
度
の

成
人
講
座
を
計
調
、
い
ま
究
耕
輔
沼
十
名
の
参
加
者
を

努
油
開
中
。
門
カ
ン
ナ
〕
公
民
館
の
花
壇
に
色
と
り
ど

り
の
裕
が
咲
き
地
区
箆
の
尽
を
諜
し
ま
せ
た
。
と
く

に
赤
い
か
ん
な
は
大
吉
く
の
び
力
ン
ナ
の
カ
ー
テ
ン

に
か
ん
げ
い
さ
れ
て
公
民
館
へ
い
く
よ
う
だ
と
評
判

だ
っ
た
。
門
パ
レ
i
M
m
H
月間
ω臼
に
予
定
声
れ
て
い

る
平
線
?
?
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
予
る

た
め
，
一
一
一
十
才
以
上
の
婦
人
で
一
一
チ
ー
ム
二
十
四
名

ぞ
編
成
、
と
の
十
日
か
ら
ひ
と
ほ
ん
お
き
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
講
習
会
を
続
け
て
い
る
。
「
録
勝
は
ま
ち
が

い
な
く
も
ら
っ
た
」
と
惑
気
む
ん
で
い
る
。

日
に
い
門
レ
ク
大
会
一
日
印
月
間
μ
5
9時
か
ら
浜
岳

1
…
に
申
に
開
催
の
予
定
、
雨
天
の
と
き
は

ω月

初
日
花
水
小
で
。
門
菊
花
銭
〕
初
金
閣
の
花
水
菊
花

震
は
‘
什
日
月
号
呂
か
ら
間
同
日
ま
で
公
民
館
に
開
催
の

予
定
で
、
い
ま
出
品
申
し
込
み
を
受
け
付
け
中
。

H
H
月

ω尽
に
審
盛
の
予
定
。
〔
デ
ザ
イ
ン
教
室
〕
と

れ
も
初
企
岡
山
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
敏
室
は
ク
リ
ス

マ
ス
と
正
月
間
の
も
の
を
デ
1
7に
‘
日
同
月
俊
民
と

襲

警

閣

議

欝

翠

持

品

、

草

加

轟
ト
機
部
一
/

/

d
緩
機
轍
臼
各
向
日
時
3
m
m時
ま

tuwJペ
パ
バ
媛
畿
で
開
講
一
の
予
中
止
。
窓

カ
く
/
品
Y
1
4畿
加
者
は
日
月
日
呂
ま

Fr/角
い
ャ
設
畿
で
に
耳
目
回
目
抽
出
へ
応
募

持
六
九
一
以
快
晴

d

識
を
。
材
軒
竺
堅
一

理
争
終
e
j込
総
百
円
・
受
講
料
は
不

鱗

語

、

込

撃

議

襲

。

〔

線

通

認

杭

襲
義
援
醸
襲
警
醸
議
問
附
れ
の
十
月
十
回
、

初
水
向
口
で
出
同
少
年
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
路
頭

式
が
諸
大
に
行
な
わ
れ
争
開
田
県
知
事
も
顕
を
み
せ

た。

門
神
紘
一
一
丸
畠
駒
形
神
社
品
子
会
(
糧
自

イ
治
氏
ら
六
十
一
一
一
位
帯
)
は
‘
五
か
年
腿

の
積
み
立
て
金
を
も
と
に
総
ヱ
資
四
百
八
十
方
向
で

神
社
境
内
の
ふ
人
改
造
と
社
級
新
築
を
断
行
、
と
の
十

日
上
と
う
式
壱
行
な
っ
た
。
境
内
全
体
の
土
を
と
っ

て
い
ま
ま
で
よ
り
一
一
一
M
さ
げ
、
広
く
な
っ
た
分
を
部

溶
の
と
ど
も
遊
腐
地
と
し
て
閑
開
放
す
る
と
い
う
。

:
:
，
J

門
菊
花
岡
田
〕
金
車
会
(
会
長
ニ
宮
出
品
開
制
民

…
金
鴎
・:L山

@
会
員
百
名
は
、
十
一
月
初
旬
公
開
出
館
に

と
う
例
の
菊
花
農
を
予
定
、
出
口
聞
が
多
く
、
会
議
に

は
い
り
古
れ
な
い
だ
あ
ろ
と
山
節
し
て
い
る
。
門
収

緩
一
日
豊
作
を
伝
え
ら
れ
る
な
か
で
い
ま
稲
刈
り
は
た

け
な
わ
で
あ
る
。

・・

6
e
e

門
レ
ク
大
会
〕

ω月
初
隠
の
体
育
の
日
感

日
清
一
大
に
市
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
挙

行
、
部
潜
対
抗
リ
レ
ー
で
、
片
国
仰
と
管
柳
が
}
等
を

獲
得
し
た
。

(22) - Iγ00 
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い
ち
秒
急
い
で
、
事
故
ま
ね
く

ろ
よ
で
の
遊
び
は
し
な
い
良
い
子
ど
も

ハ
ン
ド
ル
曹
に
さ
っ
た
時
か
ら
長
居
間
辱

に
か
け
に
は
、
の
る
な
の
せ
る
な
ふ
た
り
の
り

ほ
と
う
者
も
夜
道
規
則
を
よ
く
守
ろ
う

へ
ん
か
す
る
信
号
の
色
た
し
か
め
て

と
び
だ
す
な
車
の
前
後
と
広
い
道

ち
か
還
を
し
た
ば
っ
か
り
に
事
故
ま
ね
さ

む
く
つ
で
は
、
遺
ら
ぬ
車
の
事
故
謀
国

ぬ
か
し
た
り
、
ぬ
い
た
り
す
る
な
事
故
の
も
と

ん

i
ル
を
守
れ
ば
た
の
し
い
ド
ラ
イ
ブ

お
う
だ
ん
歩
道
は
手
を
上
げ
て
早
月
に
わ
た
馬
…
う

わ
た
る
時
か
な
ら
ず
完
ょ
う
お
、
ひ
だ
り

か
る
く
て
も
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
事
故
だ
け
は

ょ
っ
ぱ
ち
い
に
、
の
せ
る
な
の
る
な
車
に
は

た
ち
ば
な
し
、
子
ど
も
を
忘
れ
た
お
か
あ
さ
ん

れ
つ
み
だ
す
人
も
車
も
け
が
の
も
と

そ
ん
と
く
を
畳
一
日
つ
よ
り
互
い
に
藍
恩
先
き

っ
か
ま
っ
て
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
で
は
遅
い
事
故

ね
む
け
れ
ば
車
を
止
め
て
ぐ
っ
す
り
と

な
ん
で
も
な
い
所
に
事
故
が
符
っ
て
い
る

ら
ん
ほ
う
な
湾
転
や
め
て
、
え
び
す
額

む
り
な
潟
い
と
し
、
死
を
ま
ね
く

う
ん
て
ん
は
、
一
に
注
意
で
二
が
技
術

の
ま
せ
る
な
の
む
な
車
の
運
転
者

〈
る
ま
は
左
、
人
は
お

や
ら
れ
た
り
や
っ
た
り
し
な
い
事
故
だ
け
は

ま
ね
か
ざ
る
事
故
は
心
の
ゆ
だ
ん
か
ら

け

ん

ζ
う
な
か
ら
だ
で
走
る
愛
用
車

ふ
み
さ
り
は
の
ぼ
り
と
下
り
を
た
し
か
め
て

こ
と
し
と
そ
山
を
}
つ
に
変
溜
安
全

え
ん
り
ょ
な
く
培
え
る
車
と
死
者
の
数

ち
る
前
に
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
ブ
レ
ー
キ
を

ア
ク
セ
ル
の
次
は
ブ
レ
ー
キ
わ
す
れ
ず
に

さ
あ
ど
う
ぞ
、
ゆ
ず
る
気
持
で
ハ
ン
ド
ル
を

吉
ょ
う
も
ゼ
口
、
夜
、
巡
事
故
の
死
者
の
数

ゆ
ず
り
合
)
つ
気
持
が
ほ
し
い
茜
一
転
手

め
ん
き
ょ
訟
を
持
た
な
い
人
に
は
車
無
し

み
ぎ
側
を
長
い
て
き
正
つ
も
登
一
ト
絞

し
っ
て
て
も
守
ら
出
規
則
ゃ
く
立
十
ず

工
、
〆
ジ
〉
の
習
も
山
も
気
持
よ
く

ひ
ょ
う
し
き
は
必
ず
箆
ま
し
ょ
う
守
り
ま
し
ょ
う

一
も
う
一
ど
青
が
で
て
か
ら
わ
た
る
コ
ツ

せ
ま
い
送
、
泊
り
角
で
は
先
子
徐
行

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
あ
の
世
に
皐
く
行
き

平海{立変議戦争の第一殺害畠る・‘・混

雑する霊殿付近ぢ

ったのでその功をもって初代平

塚市長に拝喪主きされた。

昭和B缶に馬場事室也市長、昭

和 13却には原田敏治市長、昭和

18年には篠鼠忠治郎市長がそれ

ぞれ推踏をうけて就任された。

敗戦後の昭和銀年(1947) 5 
月公選童謡 1[0として柿沢篤太郎

市長iJ~Ìb出され招和初年に戸111

鼠漉市長、昭和38革からは加穣

}太郎市長となった。柿沢戸111

2市長はいつJnも 2期連綴し加

藤市長もまた今春の選挙から 2

綴に入ったのであるo

昭和3年には満州で張作諜の

爆殺事件が起こりその頃から大

日本は詐常多難の持代に入り終

に敗戦によって新らしい尽本に

脱皮するという事態を主主じた。

40年の長い鶴世界と臼本とわ

が市の変動を乙の庁舎は寄場以

て体験して来たが昭和口39年 12丹
市役所が新庁舎に移るにおよび

廃墜となり今夏跡形もなく取設

されてしまった。

が、不思議な縁と言おうか取

設工事議負人はζれぞE書設した

成詰覇軍主沼窮民の子患、成瀬産重量

の社長成瀕1E毒事民であった。

さらば

高 瀬 慎 吾

大1E12年 (923) 日月の大地

震で全壊した平塚町役場iJヘ横

浜市や横祭賀市など先進都市を

さしおいてー渉さきに鉄筋コン

クリート建で重量興したのは昭和

2年(1927)の欽の事であったG

その持の記念写真をみると加

藤銀醸町長を中心に百余名がな

らんでいるが主主得者は4人しか

みあたらない。その4人の申の

ひとり成瀬宰兵衛さん (8Dが

との建物音総額32，初日向で請負

ったのだそうだ。

当時はま穴翌震馬町と合併して

いなかった。人口約 2万の平塚

町がモダンな庁舎をおツ建てた

ので他地域から見物人がおしか

ηたというととである。

つぎの町長は出企喜代助、つ

づいて鈴木清帯、昭和4年軍司馬

町の合併と綴和7年 (932) 4 
月の市市j溺行は鈴木町長が行な

が
あ
る

うて援 !ナ宇 てすで ζ えに然にあえがは i iJ'iは JJおず |談

Eiiiioies;詰!??4ET12行自民iii
t察罷手? 雲控室雪主意義卒 ζ造量竺円程 ￥長告示 k著者薬
事系 企 主 主宅主主雪 fZ5q宣言主審霊 豆長主主主事|すJ

議つ在主 官℃全お5E嬬離離p四九 五 主義主芸展望 号教研市
はしあ重吉 託つ o主詰るす幾繁務O>"，_i習 と す は先にいい 蓄量言語長
そ ま っ 不 まけつ触のる緩務，.，，_ .一五議議事 え があ主主祭どた 穏耳苛湾

と成乙再ともてい分ど持獲亀』議事轟轟講義謝 肉付ヵ、 な ら か は よ い ら た す の

町長与すι詳左犠静観駁側 三字表写喜左品ζzztZ差
(星空白22uιd竺??LJJ=三二日聖書室長三官
担至。さ量豊親とを す 1-0宇土し告もめのくし活スい先「親 乙 る 員 さ ず こ て よ し 起

苧主主計れが刊誌Z考巧きを誌を雪詰222器提言
鼠 控室撃主ぞ主主主主主室主締まは子つどと迷 としす関族の。のかで

新 館くなもや皇 ね く い い 見 向 の せ 決 ど て と し 零とき A雪の会霊襲主定

号 需 k 手室 EE 五在 ig~ 菜子専々主主嘉吉長ヵ、雲がか中震にと切っく

あなたの知る筏圏に、よい符ない
をLた青少年(20才未満)がいたら、
氏名・年令 a億元号・学校または勤
務先・綾2審理劇をお知勺せ〈ださ
い捻薦者は住続氏名をかならず
明記のこと 日限を開いません
広〈潟震の機運需をおまちします

騒 騒騒撞
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